


平成24年2月10日掲載

平成23年4月～平成24年3月　ニッキン掲載

平成23年7月29日掲載　　 平成23年8月12日掲載　　 平成23年9月9日掲載 平成23年9月30日掲載

平成23年10月14日掲載 平成23年11月11日掲載 平成23年12月9日掲載 平成24年1月20日掲載

被災された方々に

心よりお見舞い申し上げます。

津波で被災されたいくつかの店舗のカウンター

などを製作し、14日（月）の営業に

間に合わせることができました。

平成23年4月8日掲載

融資と住宅ローンを中心にした

店舗づくりに変化しています。

お客様が自分の前に座ると

テラーの心構えが変化し、

サービスが向上します。

平成23年5月13日掲載

仕事をしていて一番の喜びは

お客様に満足していただくことです。

ご満足していただくために、誠意をもって

対応させていただきます。

Tel 044-543-5132

平成23年6月10日掲載　

阪神大震災の時は、全ての銀行は

3日で営業を始めました。

復興のための銀行は、

融資の業務が増大します。

平成23年7月8日掲載

置き忘れの心配がなく、安心してATMを

使うために物置台を考案しました。

処理時間が早くなり、待ち時間が

なくなり、台数が少なくなりました。

当社のPAT登録商品です。

祝　日本マイクロソフト株式会社

日経ニューオフィス賞受賞

レンゾ・ピアノデザインの

ガラス間仕切りを納入しました。

お客様は、ローカウンターより個室ブース

の方が喜びます。
個室ブースでの商談は

スムーズで、業績も向上します。

処理時間を半分にしました。

テラーが減り、顧客待席が減りました。

ローンと資産運用スペースを

拡大しました。

タイの水害の一因は、

ベニヤをつくるための森林伐採です。

当社のecoパネルは

間伐材と残材で作られています。

5年、10年経っても、美しく保てる

店舗づくりを目指しています。

スターバックスの店内は美しく清潔です。

しかし、値段は高いです。

店の美しさは付加価値です。

 

奥行60cmの3人でも4人でも座れる

フレキシブルデスクを開発しました。

そのため、ロビーが広くなり

応接室ができました。

１FはATMコーナーだけで

２Fのバンキングホールが増えています。

街の複数の銀行が、３時になると

一斉にシャッターを下ろします。

その途端、街は硬直化します。

平成24年3月9日掲載

当社の製品は

欧州の高級素材を使用しています。

アジアの素材と違って

高温多湿の海を渡っても狂いません。

エコで人にやさしいです。

平成24年3月30日掲載



平成23年2月11日掲載

平成22年4月～平成23年3月　ニッキン掲載

平成22年7月30日掲載　　 平成22年8月13日掲載　　 平成22年9月10日掲載 平成22年10月8日掲載

平成22年10月29日掲載 平成22年11月12日掲載 平成22年12月10日掲載 平成23年1月14日掲載

平成22年4月9日掲載 平成22年5月12日掲載 平成22年6月11日掲載　 平成22年7月9日掲載

平成23年3月11日掲載

洗いざらしのソファに座る気分は最高です。

ソファのカバーをはがして、

クリーニングを！！

ロビーを美しく保つことは

最大の顧客サービスです。

清潔なコンサルティングブースの中で

ベテラン女性のコンサルティングを

顧客は望んでいます。

環境を美しくすると、

女性は能力を発揮します。

当社のレイアウトとデザインは、

物理的な機能と

心理的な機能の融合です。

そのため、レイアウト移動の必要性が

なく、長く使えます。

新型店舗ができあがっています。

イメージを一新すると、

スタッフが驚き、やる気が増すようです。

いつでもご案内いたします。

Tel 044-543-5132

東京日本橋に、ecoパネルを使った

郵便局をつくりました。

10月オープンの羽田空港のカウンターも

ecoパネルを使っています。

業績の向上は、スタッフを

大事にしている姿勢を表現することです。

美しく整頓されたオフィスと

清潔な食堂をつくると

なぜか業績が向上します。

羽田の新国際線のカウンターは

秀光製です。

採用の主な理由は、銀行のカウンターと同様の

アルミ構造のため、メンテナンス

コストがかからないためです。

視覚障害者のための誘導システムは、

監督官庁からも評価され

大好評です。

未採用のお客様はご一報ください。

Tel　044-543-5132

女性のビジネススーツが似合う

店舗づくりを

顧客は決して必要以上の豪華さを

求めていません。お金を扱う信頼性を

表現するのが店舗デザインです。

江戸、明治、大正の日本人のデザインは

倹約の中で生まれております。

格子戸、のれん、陶器、畳、障子、

美の追求はお金ではなく心です。

省コストで格調ある店舗づくりを。

ロビーには必ず展示コーナーが必要です。

お金を持っている人は

必ず趣味を持っています。

自分の作品や知人の作品が

飾られれば、必ず見に行きます。








